
地
震
列
島
・
日
本

―
地
球
上
で
起
こ
る
地
震
の
約
2
割
が
、
日

本
列
島
と
そ
の
周
辺
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉

を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
昨
年
は
能
登
半
島
と
新
潟
県
中
越
地

方
を
、
今
年
に
入
っ
て
、
岩
手
県
地
方
を
、
震
度
6
強
の
揺
れ
が
襲

い
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
り
、
今
も
な
お
震

災
の
つ
め
跡
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
8
月

30
・
31
日
に
成
田
市
を
会
場
に
実
施
さ
れ
た
八
都
県
市
合
同
防
災

訓
練
を
通
し
て
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
、
成
田
直
下
地
震
の

発
生
時
に
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
と
き　
あ
な
た
は
…

防 災 特 集

❶

❷

❸

❸

成田直下

地
震
発
生
!!
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八
都
県
市
合
同
防
災
訓
練

　
「
首
都
直
下
地
震
」お
よ
び「
東
海
地

震
」の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
首
都

地
域
八
都
県
市（
東
京
・
神
奈
川
・
埼

玉
・
千
葉
の
4
都
県
お
よ
び
横
浜
・
川

崎
・
さ
い
た
ま
・
千
葉
の
4
政
令
市
）

が
、
合
同
で
行
う
防
災
訓
練
で
、
昭
和

55
年
か
ら
今
回
で
29
回
を
数
え
る
。
人

員
や
救
援
物
資
の
輸
送
訓
練
な
ど
、
よ

り
実
践
的
な
訓
練
を
通
し
て
、
八
都
県

市
と
防
災
関
係
機
関
の
連
携
協
力
体
制

を
一
層
充
実
・
強
化
さ
せ
、
ま
た
、
住

民
お
よ
び
通
勤
・
通
学
者
な
ど
一
人
一

人
の
防
災
知
識
や
防
災
行
動
力
の
向
上

を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
。
千
葉
県
会
場

と
な
っ
た
成
田
市
で
は
、
国
際
文
化
会

館
を
主
会
場
に
、
成
田
空
港
や
成
田
山

新
勝
寺
な
ど
で
も
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
小
中
学
校
体
育
館
で
の
避
難

所
訓
練
も
実
施
さ
れ
た
。

訓
練
想
定

　

8
月
30
日
午
前
9
時
30
分
ご
ろ
、
成

田
市
で
震
度
6
強
を
記
録
す
る
直
下
型

地
震
が
発
生
し
た
。
大
地
震
の
発
生
に

伴
い
市
内
全
域
で
は
、
建
物
の
倒
壊
や

橋
、
道
路
が
損
壊
し
た
ほ
か
、
多
重

事
故
、
大
規
模
火
災
が
発
生
し
、
死
傷

者
が
多
数
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
空

港
を
含
む
主
要
交
通
機
関
や
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
、
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
機
能
が
一
部
麻
痺
し
、
復
旧
の
目
途

も
立
っ
て
い
な
い
。

❶ 余震により発生した多重衝突事故現場で、負傷者を救出する消防隊
❷ 重傷者を屋上から担架で救出
❸ 電気・ガス・水道・電話などのライフラインの復旧も速やかに
❹ ヘリコプターから国際文化会館屋上へ降下する救助隊員
❺ 閉じ込められた負傷者の救助のため、車の屋根を切断
❻ 倒壊家屋からの救助。災害救助犬も大活躍
❼ 負傷者をリヤカーで搬送
❽ 日本防災士会の指導により、車のジャッキなどで救助を行う住民参加者

1

2
3

4

7

3

6

5

6

6
8 8

❹

❺

❻

❻

❻ ❼

❽

❽
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避難所訓練

7
6強
6弱
5強
5弱
4
3以下

規模…マグニチュード（M）6.9
被害区域…千葉県、茨城県、埼玉県、東京都
発生時刻等…午後6時、風速15m/s

（注）数値は四捨五入で表示しているため各数値の合計値は総合計の値と一致しない。

全壊棟数
約18,000棟

火災
約9,200棟

液状化
約4,700棟

揺れ
約3,800棟

火災
約9,200棟

液状化
約4,700棟

揺れ
約3,800棟

急傾斜地崩壊
約600棟

首都直下地震対策専門調査会：平成17年発表

死者数
約200人

建物倒壊
約100人急傾斜地崩壊

約40人

火災
約30人

建物倒壊
約100人急傾斜地崩壊

約40人

火災
約30人

成田直下地震の被害想定

西中・久住中・三里塚小体育館で8月30日から31日にかけて実施

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

❿

⓫

⓬
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訓
練
想
定

　

被
災
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
住
民
や
避
難
勧

告
地
域
の
住
民
、
自
主
避
難
の
住
民
が
、
ほ
と

ん
ど
着
の
み
着
の
ま
ま
で
、
各
地
域
の
指
定
避

難
場
所
な
ど
に
避
難
を
開
始
し
た
。西
中
学
校
、

久
住
中
学
校
、
三
里
塚
小
学
校
の
各
体
育
館
が

避
難
所
に
指
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
周
辺
住
民
約

1
0
0
人
が
避
難
。
西
中
学
校
で
は
、
災
害
時

要
援
護
者
の
避
難
を
想
定
し
た
福
祉
避
難
室
、

久
住
中
学
校
で
は
、
ペ
ッ
ト
の
避
難
を
想
定
し

た
動
物
救
護
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
三
里
塚
小
学

校
で
は
、
外
国
人
避
難
者
へ
の
対
応
を
想
定
し

て
訓
練
を
実
施
し
た
。

❶
避
難
所
責
任
者
は
、
避
難
所
連
絡
員
・
避

難
者
リ
ー
ダ
ー
・
サ
テ
ラ
イ
ト
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
避
難
所
運
営
会
議

を
招
集
。
避
難
所
生
活
の
ル
ー
ル
、
入
浴
、

給
食
、
今
後
の
予
定
な
ど
を
伝
達
す
る
と
と

も
に
、
必
要
な
こ
と
を
協
議
す
る

❷
西
中
で
は
、
武
道
場
の
畳
の
上
に
、
段
ボ
ー

ル
で
仕
切
り
を
作
り「
福
祉
避
難
室
」を
設

置
。 

応
急
空
調
設
備
も
設
置
す
る

❸
久
住
中
で
は
、
動
物
救
護
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
ペ
ッ
ト
の
預
か
り
を
実
施

❹
避
難
住
民
か
ら
募
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
、
給
食
準
備

❺
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
な
ど
に

よ
る
避
難
住
民
へ
の
巡
回
や
相
談
が
実
施
さ

れ
、
警
察
の
困
り
事
相
談
所
も
開
設
さ
れ
た

❻
自
衛
隊
の
設
置
し
た
仮
設
浴
場
。
女
性
の
入

浴
時
間
の
警
備
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
性

が
行
う
。「
思
っ
た
以
上
に
設
備
が
充
実
し
て

い
て
、
湯
船
の
深
さ
も
十
分
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、お
年
寄
り
の
た
め
に
は
、段
差
が
あ
っ

た
ほ
う
が
い
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
」と
体

験
し
た
前
田
さ
ん（
江
弁
須
）

❼
一
度
に
10
人
程
度
入
浴
可
能
な
浴
槽
が
2
槽

と
シ
ャ
ワ
ー
が
8
カ
所

❽
避
難
所
入
り
口
に
は
、
家
族
が
離
れ
離
れ
に

な
っ
た
と
き
の
対
応
と
し
て
、
ほ
か
の
避
難

所
に
避
難
し
た
住
民
の
名
簿
が
張
り
出
さ
れ

る
❾
避
難
住
民
が
協
力
し
て
仮
設
ト
イ
レ
の
組
み

立
て

❿
組
み
立
て
た
ト
イ
レ
。
こ
の
ト
イ
レ
は
特
殊

な
薬
剤
と
水
溶
性
の
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
約
3
週
間
く
み
取
り
が
不
要

に
な
る
優
れ
も
の

⓫
体
育
館
の
床
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
張
り
、
そ

の
上
に
支
給
さ
れ
た
2
枚
の
毛
布
で
就
寝
。

避
難
住
民
と
し
て
訓
練
に
参
加
し
た
、
成
田

赤
十
字
看
護
専
門
学
校
の
菊
田
さ
ん
は「
今

回
参
加
し
て
、
避
難
し
て
い
る
人
が
ど
う
い

う
環
境
で
過
ご
し
、
ど
ん
な
こ
と
で
ス
ト
レ

ス
を
受
け
、
何
が
不
便
な
の
か
、
少
し
で
す

が
分
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
」と
今
回
の
経
験

を
将
来
の
た
め
生
か
し
た
い
と
意
気
込
み
を

語
っ
た

⓬
水
道
が
止
ま
っ
て
い
る
た
め
、
給
水
車
か
ら

提
供
さ
れ
た
貴
重
な
水
。
ポ
リ
タ
ン
ク
か
ら

注
い
だ
水
、
一
人
コ
ッ
プ
1
杯
で
歯
磨
き
・

洗
顔

防災特集 成田直下 地震発生 そのとき あなたは…

　最近の大地震の例を見ると、ペットの避難というこ

とが取り上げられるようになってきています。今後は、

大地震発生直後の混乱した状況が落ち着いた後の段階

で、何らかの動物避難センターが設置されることにな

ると思います。

　その際問題なのは、災害でストレスを受けているペッ

トが住み慣れた場所を離れ、飼い主からも離された状

態に置かれるということです。想定ではビニールハウ

スなどを建て、その中にペットをクレート（持ち運びが

できるケージ）に入れ、クレートは積み重ねることにな

ります。そのため、普段からクレートに慣れさせる練

習をしておくことが大切です。また、お気に入りのハウ

スとしてクレートを用意しておけば、そのまま避難する

こともできます。

　人と同様に、餌、水、トイレシーツなどを非常用に

用意しておくのはもちろんですが、いろいろなペットフー

ドが食べられるようにしておくことも必要です。震災時

には、各地からペットフードも送られてきますが、いつ

もの餌があるとは限りません。

　ストレスを受けた状態で集団で暮らすわけですから、

病気をうつされたり、うつしたりすることのないように

ワクチン接種などもきちんと行いましょう。

　最後に、犬が迷子になってしまったときの対策として、

首輪が外れた場合でも犬と飼い主が特定できる、マイ

クロチップの装着をお勧めします。背中の皮下に埋め

込むチップは生涯取り替え不要で、読み取った番号か

ら飼い主の連絡先も分かります。

　犬のしつけや飼い方で悩んだら、動物愛護センター

（☎93-5711）へお電話ください。病気や健康などに

ついてもお気軽にどうぞ。

背中に埋め込んだマ
イクロチップから15
けたの番号が読み取
れる（奥にあるのが
クレート）

ペットは家族。人間同様に地震対策を

千葉県動物愛護センター　上席専門員　小野康予さん

5 広報なりた2008.10.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



も
し
も
の
と
き
に
こ
そ 

地
域
・
近
隣
の
つ
な
が
り
が
必
要

　

平
成
7
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
6
、

0
0
0
人
以
上
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
半
数
は
高
齢
者
で
し
た
。
一
方
、
日
ご
ろ
か

ら
助
け
合
い
を
行
っ
て
い
た
近
隣
の
人
た
ち
が

互
い
に
安
否
確
認
を
行
い
、
死
傷
者
を
最
小
限

に
食
い
止
め
た
地
区
も
あ
り
、
日
常
の
地
域
社

会
、
近
隣
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
訓
練
参
加
者
か
ら
訓
練
の
感
想
を
伺
い

ま
し
た
。

も
し
も
の
と
き
の
避
難
が
心
配
で
す

西
中
学
校
の
避
難
所
訓
練
に
参
加
し
た

武
田
フ
ミ
子
さ
ん（
江
弁
須
）

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
福
祉
避
難
室
を
用
意
し

て
も
ら
っ
た
上
に
、
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て

い
た
だ
き
助
か
り
ま
し
た
。
空
調
の
効
い
た
部

屋
で
過
ご
し
や
す
く
、
仕
切
り
を
設
け
て
も

ら
っ
た
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
着
替
え
な
ど

で
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
安
心
で
き
る

空
間
を
確
保
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
の
が
、
わ

た
し
た
ち
か
ら
だ
の
不
自
由
な
者
に
は
、
何
よ

り
よ
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
実
際
に
大
地
震
が

起
こ
っ
た
と
き
に
は
、
果
た
し
て
、
避
難
し
て

こ
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
が
一
番
に
心
配
で
す
。

日
本
の
地
震
は
と
て
も
怖
い
で
す

三
里
塚
小
避
難
所
訓
練
に
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
た

尾
形
ケ
ネ
ス
さ
ん（
三
里
塚
御
料
・
ペ
ル
ー
出
身
）

　

日
本
に
住
ん
で
15
年
に
な
り
ま
す
。
成
田
は

気
候
も
よ
く
、
大
変
住
み
よ
く
感
じ
て
い
ま
す

が
、
時
々
起
こ
る
地
震
が
と
て
も
怖
く
感
じ
て

い
ま
す
。
今
回
の
訓
練
は
、
南
米
の
人
た
ち
が

多
く
住
ん
で
い
る
三
里
塚
地
区
で
、
避
難
所
訓

練
が
あ
っ
て
、
通
訳
の
人
を
探
し
て
い
る
と

国
際
交
流
協
会
か
ら
話
が
あ
っ
て
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
言
葉
が
通
じ
な
い
こ
と
が
何

よ
り
不
安
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
訓

練
で
、
避
難
所
生
活
に
な
っ
た
と
き
に
、
ど
ん

な
環
境
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
る
か
経
験
で
き

ま
し
た
が
、
今
後
も
な
る
べ
く
多
く
の
人
に
訓

練
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

近
所
の
力
で
、
防
災
を

文
化
会
館
の
訓
練
に
参
加
し
た

寺
台
区
自
主
防
災
会
会
長　
石
川
宏
幸
さ
ん

　

国
際
文
化
会
館
は
、
寺
台
地
区
の
避
難
場
所

で
も
あ
り
、
今
回
は
避
難
路
の
確
認
も
兼
ね
て

参
加
し
ま
し
た
。
歩
い
て
み
て
分
か
る
危
険
な

場
所
も
あ
り
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
で
も
、
避
難

経
路
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
必
要
を
感
じ
ま
し

た
。
訓
練
会
場
で
は
、
日
本
防
災
士
会
の
人
か

ら
救
助
法
や
担
架
の
作
り
方
を
習
い
ま
し
た
。

身
近
に
あ
る
車
の
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
も
、
現
場
で

は
、
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

家
の
倒
壊
現
場
な
ど
で
は
、
時
間
が
勝
負
。
初

期
の
救
助
活
動
は
、
地
域
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
大
変
た
め
に
な

り
ま
し
た
。

八
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
を
実
施
し
て

市
危
機
管
理
課
長　

平
山
正
博

　

主
会
場
訓
練
、
避
難
所
訓
練
の
ほ
か
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
成
田
、
成
田
国
際
空
港
、
成
田

山
新
勝
寺
で
も
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
約

1
3
0
機
関
、約
5
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
会
場
で
は
、
情
報
収
集
、
医
療
救
護
訓

練
な
ど
の
ほ
か
、
市
民
が
参
加
し
て
の
救
出

救
助
活
動
、
動
物
救
護
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・

運
営
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
初
め
て
の
避
難
所
訓
練
は
、
1
泊
2

日
の
避
難
所
生
活
を
、
市
民
3
1
8
人
を
含

む
7
7
7
人
が
体
験
し
ま
し
た
。
開
設
・
運

営
訓
練
な
ど
の
ほ
か
、
災
害
時
要
援
護
者
対

策
し
て
外
国
人
対
応
や
福
祉
避
難
室
、
動
物

救
護
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
最
近
の
災
害

教
訓
を
取
り
入
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
防
災
関
係
機
関
を
中
心
に
実
施

し
ま
し
た
が
、実
際
の
災
害
で
は
、市
や
県
、

防
災
関
係
機
関
に
よ
る「
公
助
」、
自
ら
の
安

全
は
自
ら
が
守
る「
自
助
」、
隣
近
所
が
協
力

し
て
地
域
を
守
る「
共
助
」、
こ
の
3
つ
の
力

の
連
携
が
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
に
、
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
の
防
災
対
策
の
充
実
は
も
と

よ
り
、
日
ご
ろ
か
ら
市
民
と
市
、
県
、
防
災

関
係
機
関
が
連
携
・
協
働
し
て
防
災
対
策
を

着
実
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
3
つ
の
力
を
高

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

避難住民の話を聞く尾形さん（左）

福祉避難室に避難した武田さん（右）

訓練参加住民による救助活動

広報なりた2008.10.1 6



大
き
な
災
害
ほ
ど 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
重
要
に

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
大
災
害
の
被
災

地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
八
都
県
市
合
同
防
災
訓
練

で
は
、
市
役
所
に
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ

た
後
、
市
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
窓
口
を
開
設
す
る
と
と

も
に
、
不
足
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を
県

に
要
請
し
た
と
の
想
定
。
保
健
福
祉
館
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
各
避
難
所
に
は
サ
テ

ラ
イ
ト（
衛
星
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
大

貫
博
子
さ
ん（
南
羽
鳥
）に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

役
割
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
今
回
の
避
難
所
訓
練
で
は
、
6
月
に
あ
っ

た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
に
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
と
な
っ
た
保
健
福
祉
館
で
は
、
市
外
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
市
内
の
各

避
難
所
へ
と
割

り
振
り
ま
す
。

避
難
所
で
は
、

派
遣
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と

避
難
住
民
か
ら

募
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
仕

事
の
割
り
振
り

を
し
ま
す
。
初
め
て
の
こ
と
で
、
段
取
り
よ
く

い
か
ず
戸
惑
う
こ
と
も
結
構
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
実
際
に
や
っ
て
み
て
、
い
ろ
い
ろ
と

工
夫
す
べ
き
点
な
ど
が
見
え
て
き
た
の
が
一
番

の
収
穫
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
避
難
所
訓
練

は
継
続
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
避
難
住
民
も
、
経
験
し
て
い
る
の
と
い
な

い
の
と
で
は
全
然
違
う
と
思
う
か
ら
で
す
」

　

今
回
の
避
難
所
訓
練
に
は
、
大
貫
さ
ん
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
側
に
な
っ
た
市

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
36
人
、
市
外
か
ら
駆
け

つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
52
人
、
避
難
住
民
の

う
ち
か
ら
給
食
・
巡
回
・
清
掃
な
ど
の
作
業
に

協
力
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
60
人
と
3
避
難
所

で
合
計
1
4
8
人
が
参
加
し
、
訓
練
を
支
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　阪神・淡路大震災、新潟中越地震などに、ボランティ

アとして自ら参加するとともに、ボランティア育成活動

の中心となって活躍している災害救援ボランティア推

進委員会事務局長の沢野次郎さんに、実際の避難所運

営についてお話を伺いました。沢野さんは、「避難所運

営は、その時々の条件によって、臨機応変に対応して

いくことが求められる。したがって、これから答えるこ

とはあくまでも一つの答えとして聞いてください」と前

置きして話してくれました。

Q避難所に、避難している以外の人が食事を求めてき
たらどうしますか
A避難所に避難している人以外にも、食事を配るべき
だと思います。阪神大震災では地震から10時間経過

した時にどこにいたかというと、3分の2近くの人は自

宅にいました（自宅63％、血縁10％）。大規模火災が

発生しない限り、ほとんどの人は自宅ないし血縁の所

にいたということになります（生活復興度調査―2001

年京大防災研調査）。一方、避難所に避難した人は

16％。避難所に避難していない人も、食事を必要とし

ているということになります

Q避難所にペットを連れて避難してきた人がいたらどう
しますか

A今回の訓練では、動物避難所の設置という試みをな
されたようですが、現実には、被災直後の避難所の中

にペットを入れることはできないと思います。犬や猫に

アレルギーを持った人がいる可能性は無視できません。

やはり優先順位は決めざるをえないと思います。むしろ

配慮しなければいけないのは、妊婦や乳幼児でしょう

Q避難所に要援護者が避難してきたらどうしますか
A要援護者はそもそも、避難所まで避難して来られな
いと考えてください。すなわち、こちらから出向いて

の安否確認が必要になります。そして、できたら二次

避難所へ避難させてください

Qボランティア活動に参加する場合大切なことは
A自分のため、他者のためにこだわらず、その活動が
結果として、地域や社会のために役立っているかが大

切です

避難所運営の実際

避難住民ボランティアの受付

ボランティアの仕事が次々にボードに書き込まれる

保健福祉館で行
われた災害ボラ
ンティア養成講座
で、講師を務める
沢野さん

防災特集 成田直下 地震発生 そのとき あなたは…
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家
庭
の
防
災
会
議
を
開
こ
う

　

災
害
が
起
き
た
と
き
に
慌
て
ず
に
行
動
で
き

る
よ
う
、
家
族
の
役
割
分
担
や
、
連
絡
方
法
な

ど
事
前
に
話
し
合
い
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

確
認
し
て
お
く
こ
と

①
火
の
始
末
な
ど
、
災
害
時
の
役
割
を
決
め
る

②
家
の
中
の
安
全
な
場
所
、
危
険
な
場
所
を

チ
ェ
ッ
ク

③
家
具
の
配
置
替
え
で
安
全
な
場
所
を
確
保

④
備
蓄
品
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認
と
持
ち

出
し
役
の
決
定

⑤
避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
確
認

⑥
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
決
め
る（
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
）

建
築
物
の
耐
震
化
を

　

各
地
の
大
地
震
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
に
よ
り

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
市
で
は

昭
和
56
年
5
月
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
建
設
さ

れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
用
の
助
成
や
無

料
木
造
住
宅
耐
震
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す（
9

ペ
ー
ジ
参
照
）。

家
の
中
を
安
全
に

　

地
震
で
の
け
が
は
、
大
半
が
家
具
や
電
化
製

品
、
照
明
器
具
な
ど
の
転
倒
や
落
下
に
よ
る
も

の
で
す
。
壁
な
ど
へ
固
定
し
た
り
高
い
所
へ
物

を
置
か
な
い
な
ど
の
防
止
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

建
物
や
土
地
を
チ
ェ
ッ
ク

　

建
物
の
構
造
、
地
盤
の
強
弱
や
周
囲
の
地
形

な
ど
か
ら
、
地
震
に
よ
る
被
害
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。

非
常
持
出
品
を
準
備

　

持
出
品
が
多
す
ぎ
る
と
、
避
難
し
づ
ら
く
な

り
ま
す
。
目
安
は
男
性
で
15
㎏
、
女
性
で
は
10

㎏
ま
で
。
非
常
時
に
慌
て
な
い
よ
う
、
日
ご
ろ

か
ら
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
作
っ
て
準
備
し

ま
し
ょ
う（
左
表
）。

防
災
訓
練
へ
参
加
を

　

自
主
防
災
組
織
な
ど
地
域
で
実
施
さ
れ
る
訓

練
に
積
極
的
に
参
加
し
、
災
害
時
の
行
動
を
体

得
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
用
資
料
を
配
布
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、「
防
災
マ
ッ
プ
」「
今
す
ぐ
見
直
す
地

震
対
策
」「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
わ
が
家
の
防
災
」

「
地
震
に
自
信
を（
英
語
・
ハ
ン
グ
ル
・
北
京

語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
併
記
）」な
ど
を
、
行
政

資
料
室（
市
役
所
1
階
）や
危
機
管
理
課（
市
役

所
4
階
）で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
や

地
域
の
防
災
会
議
な
ど
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

※
く
わ
し
く
は
危
機
管
理
課（
☎
20
‐
1 

5 

2 

3
）へ
。

家
族
・
地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を

災害用伝言ダイヤル

3日分を目安に備蓄しておくもの

懐中電灯（できれば1人1個・予備の電池も）、
ろうそく、食料、ビニール袋、固形燃料、簡
易ガスコンロ、1人1日3リットルの飲料水、
ペット用の餌や水
◎被害が大きいと、行政機関（自治体、消防、
警察、自衛隊など）による救援活動も難しく
なります。公的支援が受けられるまでのおお
むね3日間は、自力で避難生活が送れるよう、
あらかじめ準備しておきましょう。

災害用チェックリスト
避難するときに持っていくもの

貴重品

□ 現金（小銭も）

□ 印鑑

□ 保険証

□ 預金通帳や

　 有価証券の写し

□ 身分を証明できるもの

衣類・洗面道具類

□ 下着類

□ くつ下

□ セーター類

□ タオル

□ せっけん

□ 歯磨き用品

□ 紙おむつ

□ 生理用品

小道具類

□ 懐中電灯

□ 携帯ラジオ

□ 乾電池

□ 軍手

□ ライター・マッチ

□ 栓抜き・缶切り

□ ティッシュ・ウェットティッシュ

□ 使い捨てカイロ

□ 筆記用具

□ 雨具

□ 救急セット（常備薬も）

水・食料品

□ 飲料水

□ 非常食

□ 飲料用ポリタンク

1 7 1

0 4 7 6

再生方法 録音方法

自宅の電話番号を市外局番からダイヤル

（30秒以内）再生

2

1 7 1

0 4 7 6
自宅の電話番号を市外局番からダイヤル

録音

1

　災害発生時は電話回線が混雑してつながりにくくなります。「171」はほ
かの回線よりもかかりやすくなっています。
　携帯電話各社でも災害用伝言板サービスを行っています。
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災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度

　

災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
だ

と
思
わ
れ
る
人
た
ち
の
う
ち
、
同
意
を
得
ら
れ

た
人
の
名
簿
を
作
成
し
、
地
域
の
民
生
委
員
、

自
主
防
災
会
、
地
域
団
体（
区
・
自
治
会
・
町
内

会
な
ど
）、
消
防
団
、
消
防
署
に
開
示
す
る
も
の

で
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
登
録
を

●
移
動
が
困
難
な
人

　

…
肢
体
に
障
が
い
が
あ
る
人

　

…
介
護
が
必
要
な
人

　

…
目
の
不
自
由
な
人

●
情
報
を
受
け
取
り
に
く
い
人

　

…
耳
の
不
自
由
な
人

　

…
目
の
不
自
由
な
人

　

…
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
人

　

…
情
報
を
聞
い
て
、
自
分
で
判
断
し
て
避
難 

　
　

す
る
こ
と
が
困
難
な
人

●
移
動
や
情
報
伝
達
に
問
題
の
な
い
人
で
も

　

…
今
現
在
、
避
難
場
所
へ
の
移
動
や
情
報
の 

　

 

伝
達
に
支
障
の
な
い
人
で
も
、
大
地
震
な

ど
の
大
規
模
災
害
発
生
と
い
う
状
態
で
は

地
域
の
人
の
支
援
が
必
要
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
積
極
的
に

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
の
仕
方

　

市
で
は
1
月
末
に
次

の
皆
さ
ん
に
制
度
の
お

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
し

た
。「
災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
対
象
者
台
帳

兼
同
意
書
」が
ま
だ
お

手
元
に
あ
る
人
は
至
急

記
入
の
上
、
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

① 

65
歳
以
上
の
み
の
世

帯
の
人

② 

身
体
障
害
者
手
帳
3

級
以
上
の
人（
内
部

障
が
い
3
級
の
人
を

除
く
）

③ 

精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
1
級
の
人

④ 

療
育
手
帳
Ⓐ
〜
A
2
の
人

⑤ 

介
護
保
険
の
要
支
援
以
上
の
人

　

1
月
以
降
に
①
〜
⑤
に
該
当
と
な
っ
た
人
や

転
入
さ
れ
た
人
、
避
難
に
支
障
が
あ
っ
て
登
録

を
希
望
す
る
人
は
危
機
管
理
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
2
3
）へ
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
制
度

　

旧
耐
震
基
準（
昭
和
56
年
5
月
以
前
）で
着
工

さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
場

合
に
、
耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に
は
、
市
に
登
録

し
た
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
に
依
頼
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
補
助
金
交
付
決
定
前
に
耐
震
診

断
を
行
っ
た
場
合
は
、
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
木
造
住
宅
＝
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
も
の

◦
市
内
に
自
ら
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅

◦
木
造
在
来
軸
組
構
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
も
の

◦
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の

◦
一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

　
（
居
住
部
分
が
総
床
面
積
の
2
分
の
1
以
上

の
も
の
）

◦
地
上
階
数
が
2
以
下
の
も
の

対
象
者（
申
請
者
）＝
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

◦
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原

票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

◦
市
登
録
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
に
よ
る
耐
震

診
断
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

◦
過
去
に
本
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人

◦
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

補
助
金
の
額
＝
耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用
の
う

ち
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
に
支
払
っ
た
額

の
3
分
の
2
の
額（
1
0
0
円
未
満
は
切
り

捨
て
、
上
限
額
は
8
万
円
）

受
付
期
間
＝
12
月
26
日（
金
）ま
で

※
く
わ
し
く
は
建
築
指
導
課（
☎
20
‐
1 

5 

6 

4
）へ
。

無
料
木
造
住
宅
耐
震
相
談
会

日
時
＝
10
月
31
日（
金
）、
11
月
30
日（
日
）、
12

月
26
日（
金
）午
前
9
時
〜
正
午
、　

午
後
1

時
〜
4
時

会
場
＝
市
役
所
5
階
5
0
3
会
議
室

内
容
＝
建
築
物
の
耐
震
性
や
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
の
工
法
な
ど
の
相
談（
相
談
時
間
は
1

時
間
程
度
）

対
象
＝
一
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅（
居

住
部
分
が
総
床
面
積
の
2
分
の
1
以
上
の
も

の
）で
木
造
在
来
工
法（
軸
組
構
法
）2
階
建

て
以
下
の
も
の
を
市
内
に
所
有
し
、
自
ら
が

居
住
し
て
い
る
人

定
員
＝
12
人（
相
談
会
1
回
当
た
り
・
先
着
順
）

持
ち
物
＝
図
面（
図
面
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、

簡
単
な
間
取
り
図
）

申
込
方
法
＝
開
催
日
の
7
日
前（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）ま
で
に
電
話
で

建
築
指
導
課（
☎
20
‐
1
5
6
4
）へ

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

成　

田　

市

避難支援対象者

自主防災会
地域団体

民生委員

消防団

連携

平常時
●支援対象者の状況把握
●支援協力者の選出
●支援計画書の作成

災害時
●情報伝達
●避難介助
●安否確認

●搬送

交
流
・
調
整

同意確認（郵送）

同意書の返送

本人の希望による登録

同意のあった避難
支援対象者情報（地
域団体ごとの避難
支援対象者名簿）

民生委員・消防団員は特別職
地方公務員として、守秘義務
が課せられています。また、
自主防災会・地域団体に名簿
を開示する際は、覚書により
災害対策の目的以外には避難
支援対象者の情報を利用する
ことを禁じています。

個人情報について!

災害時要援護者避難支援制度の仕組み

防災特集 成田直下 地震発生 そのとき あなたは…

9 広報なりた2008.10.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


